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あ
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こ
こ
ろ

受
付
期
間
　
平
成
31
年
１
月
４
日

（
金
）
〜
31
日
（
木
）

　
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く

申
し
出
に
必
要
な
書
類

　
①
農
用
地
利
用
計
画
変
更
申
出

書
（
１
部
）

　
②
土
地
登
記
全
部
事
項
証
明
書

（
ま
た
は
登
記
簿
謄
本
の
写

し
）

　
③
申
出
土
地
の
公
図

　
④
申
出
土
地
の
利
用
計
画
図

（
建
物
や
出
入
口
の
位
置
な

ど
を
図
示
し
た
も
の
）

　
⑤
申
出
土
地
の
位
置
図
（
住
宅

地
図
な
ど
）

　
⑥
土
地
家
屋
名
寄
証
明
書
と
続

柄
が
分
か
る
住
民
票
ま
た
は

戸
籍
謄
本
（
分
家
住
宅
の
場

合
の
み
）

環
境
美
化
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ー
ル
の
入
賞
作
品

環
境
安
全
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　広報紙や町ホームページ、その他町の刊
行物などに掲載するため、町内で行われる
イベントなどで「広報たま
むら」と掲載された腕章を
着けて、写真撮影します。
ご協力をお願いします。 着用する腕章

○
連
合
・
群
馬
県
連
合
会 

伊
勢
崎

地
域
協
議
会 

様
か
ら
、
福
祉
の

た
め
に
２
万
円
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
第
26
回
玉
村
町
環
境
美
化
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
に

つ
い
て
、
道
の
駅
、
役
場
、
文
化

セ
ン
タ
ー
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
環
境
教
育
の
一

環
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
身
近
な

環
境
問
題
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
展
示
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
は
、

金
・
銀
・
銅
賞
の
計
32
点
。
画
用

紙
い
っ
ぱ
い
に
画
か
れ
た
作
品
は
、

い
ず
れ
も
力
作
ば
か
り
で
、
子
ど

も
た
ち
の
環
境
問
題
に
対
す
る
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
金
賞
（
各
賞
）
の
受
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。
（
敬
省
略
）

▼
町
長
賞
　
安
田
颯
介
（
中
央
小

１
年
）
　
▼
議
長
賞
　
山
田
優
月

（
芝
根
小
６
年
）
　
▼
教
育
長
賞

涌
井
琴
里
（
玉
村
中
３
年
）
　
▼

保
健
衛
生
組
合
長
賞
　
川
原
綺
奈

乃
（
南
中
１
年
）
　
▼
校
長
会
長

賞
　
井
田
阜
希
（
玉
村
小
４
年
）

　
認
知
症
は
年
を
と
れ
ば
だ
れ
で

も
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ご

自
分
や
家
族
、
周
り
の
人
が
認
知

症
に
な
っ
た
時
に
慌
て
な
い
た
め

に
、
あ
な
た
も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
認
知
症
の

人
へ
の
理
解
や
接
し
方
、
予
防
法

な
ど
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
　
12
月
21
日
（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所
　
ふ
る
ハ
ー
ト
ホ
ー
ル
（
役

場
正
面
玄
関
・
東
側
）

内
容

　
○
認
知
症
の
理
解
と
対
応
法

（
寸
劇
を
ま
じ
え
て
）

　
○
み
ん
な
で
楽
し
く
認
知
症
予

防
！

　
農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
を

転
用
す
る
場
合
、
農
用
地
区
域
か

ら
外
す
必
要
が
あ
り
ま
す
（
農
振

除
外
）
。
農
振
除
外
す
る
に
は
、

皆
さ
ん
か
ら
届
け
出
が
あ
っ
た
後

に
町
お
よ
び
県
で
協
議
し
、
同
意

を
得
ら
れ
た
場
合
の
み
町
の
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
を
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
法

律
に
よ
る
同
意
が
得
ら
れ
な
い
と

農
地
以
外
に
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
方
法
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

申
出
書
　
経
済
産
業
課
（
役
場
２

階
③
番
窓
口
）
で
配
布
中

玉村町消費生活センター
　 　　　　　　　20－4020

の

「キャッシュカードを預かります」
　にご用心！

　
⑦
代
理
人
が
書
類
を
提
出
す
る

場
合
に
は
委
任
状

　
⑧
土
地
所
有
者
が
共
有
の
場
合

は
全
員
の
同
意
書

　
⑨
そ
の
他
参
考
と
な
る
資
料

受
付
場
所
　
経
済
産
業
課
（
役
場

２
階
③
番
窓
口
）

町長賞の作品

【事例１】高齢男性宅に警察を名乗る人物から「あなた
のキャッシュカードが不正に使用されている。確認
のためにこれから警察官を行かせるので暗証番号と
キヤッシュカードを預けるように」という電話があ
った。男性は自宅を訪れた警察官を装った男にキャ
ッシュカードを手渡し暗証番号も伝えた。カードを
使って170万円が引き出されていた。

【事例２】高齢女性宅に家電販売店の店員から「あなた
のクレジットカードで30万円使われている」と電話
があった。その後、取引銀行名を名乗り「あなたの
個人情報が洩れている。キャッシュカードの暗証番
号を変える必要がある」との電話があった。女性は
自宅を訪れた銀行協会職員を装う男にキャッシュカ
ード３枚を手渡し暗証番号も教えた。カードを使っ

て100万円が引き出されていた。

　警察や市役所などの公的機関や銀行などの金融機関
では、キャッシュカードを預かることは絶対にありま
せん。このような電話がかかってきたら、すぐに電話
を切りましょう。不安を感じたり対処に困った場合に
は消費生活センターにご相談ください。

相談受付日　毎週月～金曜日（祝日・年末年始を除く）
　　　　　　午前9時～午後5時まで
相談専用電話 　☎20－4020
場所　勤労者センター１階

19 No.571広報たまむら

子育て支援に係る事業
教育、文化及びスポーツ活動の充実に係る事業
あんしん安全のまちづくりに係る事業
健康増進又は社会福祉に係る事業
産業の振興に係る事業
町長の指定する事業

合　　　計

使　途　の　指　定 申 込 金 額申込者数
179人
39人
18人
21人
29人
95人
381人

2,980,000円
680,000円
220,000円
780,000円
370,000円

1,980,000円
7,010,000円

ふるさと寄付申込状況（10月）

　現在、玉村町では誰も自殺に追い込まれるこ
とがないような地域を目指し、生きることの包
括的な支援を考える「自殺対策計画」を策定中
です。ここでは相談場所の一つとして、いつで
も、どこでも、どんなことでも、悩みを抱えて
いる方々からの電話に寄り添い続ける「群馬い
のちの電話」をご紹介します。

※「自殺対策計画・地域福祉計画・成年後見制度利用促
進基本計画」の策定に伴う町民アンケートの実施結
果を、町ホームページに掲載いたしました。ご協力あり
がとうございました。

いのちの電話のご案内いのちの電話のご案内いのちの電話のご案内

フリーダイヤル　☎０１２０－７８３－５５６
　　　　　毎月10日　８：００～翌日８：００

深夜は毎月第２・４金曜日は24時間受信

☎０２７－２２１－０７８３☎０２７－２２１－０７８３
年中無休　受付９：００～２４：００

相談電話相談電話
お　な　や　み
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   空き巣（住宅）
   空き巣（会社）
自 動 車 盗
自 転 車 盗
車上ねらい
自販機ねらい
器 物 損 壊
その他
計

人 身 事 故
   死　者（人）
   負傷者（人）

※累計は変動することがあります
＜犯罪と交通事故は　110＞
毎日午後３時は玉村町の「防犯タイム」です。
毎月16日は「県民防犯の日」です。防犯に心がけましょう
伊勢崎警察署　 26－0110　玉村町交番　 65－2052

区　　分 10月 前年比
（１～10月）

1
0
0
1
59
6
24
89

建　物
車　両
その他
計
急　病
交　通
その他
計

8
0
6
14
602
55
204
861

＜火災と救急・救助は　119＞
災害情報案内サービス　  0180－99－2999
玉村町・伊勢崎市の火災発生状況が音声で流れます。

救急病院等案内テレホンサービス　   23－1299

症状に応じて、県内の救急病院などを24時間対応で紹
介します。

区　　分 10月 H30年累計
（１～10月）

5
0
5
10
12
－27
29
14

前年比
（１～10月）

（暫定値）

0
0
0
0
0
0
3
10
13
22
0
26

－4
3
0
2
0
2
－3
11
11
5
－1
16

H30年累計
（１～10月）

5
4
5
9
12
4
11
107
157
175
0
218

または　　　　　　　　　　　　　　 で群馬県広域災害・救急医療情報サービス 検索
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を
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て
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○
み
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な
で
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し
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認
知
症
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地
域
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地
を

転
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す
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、
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地
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か
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す
必
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あ
り
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す
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農
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外
）
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振
除
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す
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に
は
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皆
さ
ん
か
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に
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お
よ
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し
、
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み
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の
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⑨
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付
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健康福祉課 ☎64－7705・保健センター ☎64－7706
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図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

てらまち とも  こ

【TRC  MARC】

「神（宗教）はいつ、なぜ、
どのようにして生まれたの
か？」という問いに対し、精
神医学の世界的権威が人類
史や脳科学、考古学の実証
的証拠を組み合わせて迫る。
頭蓋骨の化石、ヒトや霊長
類の脳画像等から神の起源
を解明する。

一般書のおすすめ

ぼくの「たのしい」と、きみの
「たのしい」がいっしょだと、
もっといい―。「ハリネズミ
の願い」の著者トーン・テレ
ヘンがおくる、友だちと過ご
す豊かな時間に満ちた９つ
のちいさな物語。

リスのたんじょうび
トーン・テレヘン 著　野坂悦子 訳
偕成社
対象　小学３～４年生

児童書のおすすめ 1月の休館日
12月28日～１月４
日（年末年始休館）、
７日、14日、21日、
28日、31日

「映画会」を開催します
作品名　「ＤＲ．ＤＯＬＩＴＬＥ」（86分）
上映日　平成31年１月６日（日）
時　間　午前９時45分　開場　
　　　　午前10時　　　上映　
会　場　文化センター　小ホール
定　員　260人（当日受付・先着順）
※入場無料、日本語吹替

●利用時間
　平　　　日　９：30～19：00
　土・日曜日　９：30～17：00

●1月読み聞かせ（絵本コーナー）
　★毎週水曜日開催　午前11時～11時
　　30分、午後３時～３時30分
　　９日、16日、23日、30日
　　午前は０～２歳児向け・午後は３歳
　児以上向けの絵本となりますがどなた
　でも参加できます。
　★毎週土曜日開催　午前11時～11時
　　30分
　　５日、12日、19日、26日

の  ざかえつ  こ

神は、脳がつくった

Ｅ．フラー・トリー 著　寺町朋子 訳
ダイヤモンド社 【TRC  MARC】

200万年の人類史と脳科学で解読する神と宗教の起源

　
こ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
「
母
親
が
入
院
、
回
復
の
目
途

が
立
た
な
い
の
で
仕
事
は
こ
の
ま

ま
辞
め
る
し
か
な
い
か
・
・
」

　
「
会
社
に
介
護
休
業
の
申
出
を

し
た
ら
、
う
ち
に
は
制
度
が
な
い

の
で
、
退
職
す
る
よ
う
言
わ
れ

た
」

　
介
護
は
い
つ
直
面
す
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
介
護
休
業
制
度
等

を
利
用
す
れ
ば
退
職
せ
ず
に
仕
事

と
介
護
の
両
立
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
仕
事
と
介
護
の
両
立
の
た
め
の

「
両
立
支
援
制
度
」
に
つ
い
て
迷

わ
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
群
馬
労
働
局
雇

用
環
境
・
均
等
室

　
☎
０
２
７（
８
９
６
）４
７
３
９

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
。

歓
迎
で
す
！
　
読
み
聞
か
せ
の
見

学
も
で
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人

は
ぜ
ひ
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

主
な
活
動
内
容

　
○
毎
週
土
曜
日
の
読
み
聞
か
せ

（
当
番
制
な
の
で
２
〜
３
カ

月
に
１
回
程
度
）

　
　※

第
１
土
曜
日
を
除
く

　
○
四
季
折
々
の
読
み
聞
か
せ

（
年
４
回
季
節
ご
と
の
読
み

聞
か
せ
で
す
）

　
入
学
準
備
金
と
は
、
就
学
援
助

事
業
の
中
の
新
入
学
学
用
品
費
を

入
学
前
に
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
申
請
し
、
認
定
さ
れ
て
入

学
準
備
金
を
受
給
さ
れ
た
人
に
は
、

入
学
後
に
新
入
学
学
用
品
費
を
除

く
援
助
費
（
給
食
費
等
）
を
支
給

し
ま
す
。

　
な
お
、
小
・
中
学
生
を
対
象
と

し
た
就
学
援
助
事
業
は
随
時
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
　
生
活
保
護
に
準
ず
る
世

帯
・
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ

れ
て
い
る
世
帯
等
で
、
次
の
要

件
を
全
て
満
た
す
人

　
○
申
請
時
、
玉
村
町
に
居
住
し

て
い
る
人
（
平
成
31
年
３
月

末
日
以
前
に
転
出
す
る
人
を

除
く
）

　
○
平
成
31
年
４
月
に
玉
村
町
立

ま
た
は
国
・
県
立
の
小
中
学

校
に
入
学
予
定
の
人

※

支
給
後
、
支
給
要
件
に
該
当
し

な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
返
還

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

受
付
期
間
　
平
成
31
年
１
月
４
日

（
金
）
〜
31
日
（
木
）

申
請
場
所
　
学
校
教
育
課
（
役
場

３
階
①
番
窓
口
）
　

申
請
に
必
要
な
も
の

　
○
印
鑑

　
○
振
込
先
で
あ
る
保
護
者
名
義

の
口
座
が
わ
か
る
も
の
（
通

帳
等
）

　
○
世
帯
全
員
の
収
入
が
わ
か
る

も
の

　
○
平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
玉

村
町
に
住
民
票
が
な
か
っ
た

人
は
所
得
証
明
書
や
確
定
申

告
書
の
控
え
等

　
○
最
近
勤
め
始
め
た
等
、
前
年

と
所
得
が
大
き
く
異
な
る
場

合
は
平
成
30
年
分
の
源
泉
徴

収
票
ま
た
は
直
近
２
〜
３
カ

月
分
の
給
与
明
細

　
○
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
等
非

課
税
収
入
が
あ
る
場
合
は
支

給
決
定
通
知
等

　
○
賃
貸
住
宅
に
お
住
ま
い
の
人

は
家
賃
を
確
認
で
き
る
も
の

（
契
約
書
の
写
し
等
）

支
給
時
期
　
２
月
中
旬
〜
下
旬
頃
、

指
定
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

運
動
期
間
　
12
月
１
日
（
土
）
〜

10
日
（
月
）

ス
ロ
ー
ガ
ン
　
「
暗
く
て
も
　
光

る
タ
ス
キ
が
　
身
を
守
る
」

　
冬
季
は
日
没
時
間
が
早
ま
り
ま

す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
早
め
の
ラ
イ

ト
点
灯
、
歩
行
者
は
反
射
材
等
の

着
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◎
運
動
重
点

　
①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

　
②
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト

点
灯
と
反
射
材
等
の
着
用
促

進

　
③
飲
酒
運
転
の
根
絶

『
絵
本
の
講
座
』
を
開
催
し
ま
す

（
子
育
て
に
絵
本
を
）

　
子
ど
も
の
年
齢
に
合
わ
せ
た
絵

本
の
紹
介
と
読
み
聞
か
せ
、
絵

本
・
子
ど
も
・
子
育
て
に
に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
と
お
し
て
、
親
子
で
心
温

ま
る
時
間
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
12
月
22
日
（
土
）

時
間
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30

分

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
　
和

室
１
・
２

講
師
　
N
P
O「
時
を
つ
む
ぐ
会
」

横
山
　
由
美
子 

先
生

定
員
　
15
人
（
組
）
先
着
順

対
象
　
小
さ
い
お
子
さ
ん
を
持
つ

親
と
子
ど
も
、
保
育
園
・
幼
稚

園
・
小
学
校
な
ど
で
読
み
聞
か

せ
を
し
て
い
る
人
、
絵
本
・
子

ど
も
、
読
み
聞
か
せ
に
興
味
・

関
心
の
あ
る
人

受
講
料
　
無
料

※
12
月
１
日
（
土
）
午
前
９
時
30

分
よ
り
、
事
前
申
し
込
み
を
開

始
し
ま
す
。
電
話
ま
た
は
図
書

館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
年
末
年
始
の
休
館
の
お
知
ら
せ
】

　
玉
村
町
立
図
書
館
は
12
月
28
日

（
金
）
〜
平
成
31
年
１
月
４
日

（
金
）
ま
で
、
年
末
年
始
休
館
と

な
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
返
却

ポ
ス
ト
も
12
月
28
日
午
後
５
時
15

分
か
ら
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ポ
ス
ト
は
平
成
31
年
１
月
４
日
午

前
８
時
30
分
か
ら
使
用
可
能
と
な

り
ま
す
。

【
新
春 

本
の
福
袋
】
を
ご
用
意
し

ま
し
た
!

　
本
の
福
袋
企
画
・
第
二
弾
と
し

て
、
職
員
が
テ
ー
マ
ご
と
に
選
ん

だ
本
を
詰
め
合
わ
せ
た
「
新
春 

本
の
福
袋
」
を
今
回
は
大
人
向
け

に
ご
用
意
し
ま
し
た
。
ヒ
ン
ト
を

参
考
に
お
好
き
な
袋
を
お
選
び
く

だ
さ
い
。
普
段
自
分
で
は
手
に
取

ら
な
い
本
と
の
出
会
い
が
待
っ
て

い
ま
す
。
貸
出
カ
ウ
ン
タ
ー
前
に

特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。
図
書

館
利
用
カ
ー
ド
を
忘
れ
ず
に
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
先
着
30
名
様
に
は
、
雑

誌
の
付
録
を
お
ひ
と
つ
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

日
時
　
平
成
31
年
１
月
５
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
貸
出
開
始

（
図
書
館
の
通
常
開
館
時
間
に

合
わ
せ
て
貸
し
出
し
ま
す
）
福

袋
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま

す
。

会
場
　
図
書
館
　
特
設
コ
ー
ナ
ー

対
象
者
　
大
人
（
高
校
生
以
上
）

数
量
　
３
冊
の
本
が
入
っ
た
袋
が

50
袋
。
（
先
着
順
、
ひ
と
り
１

袋
ま
で
）

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
！

　
図
書
館
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
経
験
者
か

ら
初
心
者
ま
で
、
ど
な
た
で
も
大

冬
の
県
民
交
通
安
全
運
動
を

実
施
し
ま
す

（
　
）

環
境
安
全
課   

　
64
　7
7
0
8
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（
公
財
）玉
村
町
文
化
振
興
財
団

☎
６
５-

０
６
０
０

　（
月
曜
祝
日
休
館
）

 新春にしきの名人会
～江戸 vs 上方（気取りと奔放）～
平成31年１月20日（日）午後２時開演（午後１時30分開場）
全指定席　2,500円　高校生以下1,500円　　
　新春恒例の「にしきの名人会」は、皆様に愛され第９回をかぞえ
る事が出来ました。本年は、東西で活躍している実力噺家を中心に
初笑いをお届けいたします。
出演　柳家 さん喬／桂 雀々／三遊亭 兼好／伊藤 夢葉／笑福亭 茶光

介
護
で
仕
事
を
辞
め
る
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

好評発売中

クリスマスファミリーショー　人形劇団ひとみ座　岸辺のヤービ（2回公演）
12月23日(日・祝)
午前の部　午前11時 開演（午前10時30分 開場）／ 午後の部　午後２時 開演（午後１時30分 開場）
全指定席　大人1,200円　小学生以下500円　※４歳以上有料
　梨木香歩さんの絵本を原作に小さな三日月湖マッドガイド・ウォ－ターの小
さな生きものたちの物語。ひとみ座は1948年の創立以来、さまざまな分野で作
品を発表してきた日本を代表する人形劇団です。ＮＨＫテレビ「ひょっこりひ
ょうたん島」の人形美術や操演をはじめ、これまでの活動に対して数多くの評
価をいただいてきました。子供たちが物語のなかで、登場人物たちと一緒に冒
険をして心を動かすことのできる作品です。

好評発売中

　
こ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
「
母
親
が
入
院
、
回
復
の
目
途

が
立
た
な
い
の
で
仕
事
は
こ
の
ま

ま
辞
め
る
し
か
な
い
か
・
・
」

　
「
会
社
に
介
護
休
業
の
申
出
を

し
た
ら
、
う
ち
に
は
制
度
が
な
い

の
で
、
退
職
す
る
よ
う
言
わ
れ

た
」

　
介
護
は
い
つ
直
面
す
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
介
護
休
業
制
度
等

を
利
用
す
れ
ば
退
職
せ
ず
に
仕
事

と
介
護
の
両
立
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
仕
事
と
介
護
の
両
立
の
た
め
の

「
両
立
支
援
制
度
」
に
つ
い
て
迷

わ
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
群
馬
労
働
局
雇

用
環
境
・
均
等
室

　
☎
０
２
７（
８
９
６
）４
７
３
９

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
。

歓
迎
で
す
！
　
読
み
聞
か
せ
の
見

学
も
で
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人

は
ぜ
ひ
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

主
な
活
動
内
容

　
○
毎
週
土
曜
日
の
読
み
聞
か
せ

（
当
番
制
な
の
で
２
〜
３
カ

月
に
１
回
程
度
）

　
　※

第
１
土
曜
日
を
除
く

　
○
四
季
折
々
の
読
み
聞
か
せ

（
年
４
回
季
節
ご
と
の
読
み

聞
か
せ
で
す
）

　
入
学
準
備
金
と
は
、
就
学
援
助

事
業
の
中
の
新
入
学
学
用
品
費
を

入
学
前
に
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
申
請
し
、
認
定
さ
れ
て
入

学
準
備
金
を
受
給
さ
れ
た
人
に
は
、

入
学
後
に
新
入
学
学
用
品
費
を
除

く
援
助
費
（
給
食
費
等
）
を
支
給

し
ま
す
。

　
な
お
、
小
・
中
学
生
を
対
象
と

し
た
就
学
援
助
事
業
は
随
時
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
　
生
活
保
護
に
準
ず
る
世

帯
・
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ

れ
て
い
る
世
帯
等
で
、
次
の
要

件
を
全
て
満
た
す
人

　
○
申
請
時
、
玉
村
町
に
居
住
し

て
い
る
人
（
平
成
31
年
３
月

末
日
以
前
に
転
出
す
る
人
を

除
く
）

　
○
平
成
31
年
４
月
に
玉
村
町
立

ま
た
は
国
・
県
立
の
小
中
学

校
に
入
学
予
定
の
人

※

支
給
後
、
支
給
要
件
に
該
当
し

な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
返
還

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

受
付
期
間
　
平
成
31
年
１
月
４
日

（
金
）
〜
31
日
（
木
）

申
請
場
所
　
学
校
教
育
課
（
役
場

３
階
①
番
窓
口
）
　

申
請
に
必
要
な
も
の

　
○
印
鑑

　
○
振
込
先
で
あ
る
保
護
者
名
義

の
口
座
が
わ
か
る
も
の
（
通

帳
等
）

　
○
世
帯
全
員
の
収
入
が
わ
か
る

も
の

　
○
平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
玉

村
町
に
住
民
票
が
な
か
っ
た

人
は
所
得
証
明
書
や
確
定
申

告
書
の
控
え
等

　
○
最
近
勤
め
始
め
た
等
、
前
年

と
所
得
が
大
き
く
異
な
る
場

合
は
平
成
30
年
分
の
源
泉
徴

収
票
ま
た
は
直
近
２
〜
３
カ

月
分
の
給
与
明
細

　
○
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
等
非

課
税
収
入
が
あ
る
場
合
は
支

給
決
定
通
知
等

　
○
賃
貸
住
宅
に
お
住
ま
い
の
人

は
家
賃
を
確
認
で
き
る
も
の

（
契
約
書
の
写
し
等
）

支
給
時
期
　
２
月
中
旬
〜
下
旬
頃
、

指
定
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

運
動
期
間
　
12
月
１
日
（
土
）
〜

10
日
（
月
）

ス
ロ
ー
ガ
ン
　
「
暗
く
て
も
　
光

る
タ
ス
キ
が
　
身
を
守
る
」

　
冬
季
は
日
没
時
間
が
早
ま
り
ま

す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
早
め
の
ラ
イ

ト
点
灯
、
歩
行
者
は
反
射
材
等
の

着
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◎
運
動
重
点

　
①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

　
②
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト

点
灯
と
反
射
材
等
の
着
用
促

進

　
③
飲
酒
運
転
の
根
絶

『
絵
本
の
講
座
』
を
開
催
し
ま
す

（
子
育
て
に
絵
本
を
）

　
子
ど
も
の
年
齢
に
合
わ
せ
た
絵

本
の
紹
介
と
読
み
聞
か
せ
、
絵

本
・
子
ど
も
・
子
育
て
に
に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
と
お
し
て
、
親
子
で
心
温

ま
る
時
間
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
12
月
22
日
（
土
）

時
間
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30

分

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
　
和

室
１
・
２

講
師
　
N
P
O「
時
を
つ
む
ぐ
会
」

横
山
　
由
美
子 

先
生

定
員
　
15
人
（
組
）
先
着
順

対
象
　
小
さ
い
お
子
さ
ん
を
持
つ

親
と
子
ど
も
、
保
育
園
・
幼
稚

園
・
小
学
校
な
ど
で
読
み
聞
か

せ
を
し
て
い
る
人
、
絵
本
・
子

ど
も
、
読
み
聞
か
せ
に
興
味
・

関
心
の
あ
る
人

受
講
料
　
無
料

※
12
月
１
日
（
土
）
午
前
９
時
30

分
よ
り
、
事
前
申
し
込
み
を
開

始
し
ま
す
。
電
話
ま
た
は
図
書

館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
年
末
年
始
の
休
館
の
お
知
ら
せ
】

　
玉
村
町
立
図
書
館
は
12
月
28
日

（
金
）
〜
平
成
31
年
１
月
４
日

（
金
）
ま
で
、
年
末
年
始
休
館
と

な
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
返
却

ポ
ス
ト
も
12
月
28
日
午
後
５
時
15

分
か
ら
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ポ
ス
ト
は
平
成
31
年
１
月
４
日
午

前
８
時
30
分
か
ら
使
用
可
能
と
な

り
ま
す
。

【
新
春 

本
の
福
袋
】
を
ご
用
意
し

ま
し
た
!

　
本
の
福
袋
企
画
・
第
二
弾
と
し

て
、
職
員
が
テ
ー
マ
ご
と
に
選
ん

だ
本
を
詰
め
合
わ
せ
た
「
新
春 

本
の
福
袋
」
を
今
回
は
大
人
向
け

に
ご
用
意
し
ま
し
た
。
ヒ
ン
ト
を

参
考
に
お
好
き
な
袋
を
お
選
び
く

だ
さ
い
。
普
段
自
分
で
は
手
に
取

ら
な
い
本
と
の
出
会
い
が
待
っ
て

い
ま
す
。
貸
出
カ
ウ
ン
タ
ー
前
に

特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。
図
書

館
利
用
カ
ー
ド
を
忘
れ
ず
に
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
先
着
30
名
様
に
は
、
雑

誌
の
付
録
を
お
ひ
と
つ
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

日
時
　
平
成
31
年
１
月
５
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
貸
出
開
始

（
図
書
館
の
通
常
開
館
時
間
に

合
わ
せ
て
貸
し
出
し
ま
す
）
福

袋
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま

す
。

会
場
　
図
書
館
　
特
設
コ
ー
ナ
ー

対
象
者
　
大
人
（
高
校
生
以
上
）

数
量
　
３
冊
の
本
が
入
っ
た
袋
が

50
袋
。
（
先
着
順
、
ひ
と
り
１

袋
ま
で
）

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
！

　
図
書
館
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
経
験
者
か

ら
初
心
者
ま
で
、
ど
な
た
で
も
大

入
学
準
備
金
の
お
知
ら
せ

（
就
学
援
助
事
業
）

（
　
）

学
校
教
育
課
　
　
64
　7
7
1
3

柳家さん喬 桂雀々




